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１１００
月月
のの
宿宿
泊泊
過過
去去
最最
高高
３３４４１１
人人

ブ
ル
ト
レ

た
ら
ぎ

青
春
さ
ん
の
作
品
展
奏
功

薬
物
の
過
量
摂
取
し
な
い
で

免
田
小

６
年
生

白
石
さ
ん
に
危
険
性
学
ぶ

多
良
木
町
直
営
の
簡
易

宿
泊
施
設
「
ブ
ル
ー
ト
レ

イ
ン
た
ら
ぎ
」
の
１０
月
の

宿
泊
者
数
が
、
同
月
に
お

け
る
過
去
最
高
の
３
４
１

人
を
達
成
。
同
町
関
係
者

や
ス
タ
ッ
フ
は
宿
泊
者
者

増
加
を
喜
び
、
さ
ら
な
る

利
用
者
増
加
に
期
待
を
寄

せ
て
い
る
。

ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
た
ら

ぎ
は
、
平
成
２１
年
３
月
ま

で
熊
本
│
東
京
間
を
往
復

運
行
し
た
寝
台
列
車
「
は

や
ぶ
さ
」
の
面
影
を
そ
の

ま
ま
に
残
し
た
宿
泊
施

設
。町

内
に
宿
泊
施
設
が
少

な
く
宿
泊
ニ
ー
ズ
に
十
分

対
応
で
き
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
Ｊ
Ｒ
九
州
か
ら
車

両
を
購
入
し
、
同
２２
年
７

月
に
く
ま
川
鉄
道
多
良
木

駅
側
で
オ
ー
プ
ン
し
た
。

同
施
設
の
１０
月
の
宿
泊

者
数
で
こ
れ
ま
で
最
も
多

か
っ
た
の
が
、
同
２４
年
の

３
１
８
人
で
、
次
い
で
多

か
っ
た
の
が
昨
年
の
３
０

１
人
。

増
加
の
要
因
に
つ
い

て
、
同
町
企
画
観
光
課
の

平
田
真
人
さ
ん
（
２４
）
は

「
９
月
末
か
ら
鉄
道
漫
画

家
・
青
春
さ
ん
の
作
品
展

を
開
催
し
、
ブ
ル
ー
ト
レ

イ
ン
た
ら
ぎ
で
も
特
別
ル

ー
ム
を
設
置
し
て
お
り
、

宿
泊
す
る
フ
ァ
ン
の
方
が

多
か
っ
た
こ
と
が
影
響
し

て
い
る
と
思
う
」
と
話

す
。こ

と
し
の
１０
月
の
宿
泊

者
数
３
４
１
人
の
う
ち
、

３７
人
が
特
別
ル
ー
ム
に
宿

泊
し
て
お
り
、
作
品
展
を

目
的
に
利
用
し
た
人
を
含

め
る
と
さ
ら
に
多
い
と
見

ら
れ
る
。

多
良
木
町
文
化
財
等
セ

ン
タ
ー
古
代
の
風
黒
の
蔵

で
開
催
中
の
青
春
さ
ん
の

作
品
展
「
青
春
展
２
０
２

４

青
春
鉄
道
・
永
久
機

関
シ
マ
エ
ナ
ガ
原
画
展
」

は
好
評
を
受
け
、
１２
月
１５

日
ま
で
会
期
を
延
期
し
、

同
施
設
の
特
別
ル
ー
ム
も

年
内
い
っ
ぱ
い
に
期
間
を

延
長
し
て
お
り
、
さ
ら
な

る
宿
泊
者
数
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
。

平
田
さ
ん
は
「
人
吉
球

磨
ま
で
の
交
通
手
段
や
ル

ー
ト
を
ま
と
め
た
有
志
の

フ
ァ
ン
も
お
り
、
と
て
も

あ
り
が
た
い
で
す
。
多
良

木
町
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
い
、
多
く
の
方
に
訪
れ

て
も
ら
え
る
よ
う
青
春
関

連
の
イ
ベ
ン
ト
も
含
め
、

取
り
組
み
を
考
え
て
い
き

ま
す
」
と
話
し
て
い
た
。

ま
た
、
同
施
設
は
営
業

開
始
か
ら
地
域
観
光
に
寄

与
し
よ
う
と
、
低
料
金
で

宿
泊
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
き
た
が
、
昨
今
の
社
会

情
勢
の
変
化
に
伴
う
物
価

高
騰
の
影
響
を
受
け
、
来

年
１
月
１
日
か
ら
宿
泊
料

金
な
ど
の
改
定
（
値
上

げ
）
を
行
う
。
新
料
金
は

同
施
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
で
き
る
。

あ
さ
ぎ
り
町
の
免
田
小

学
校
（
菱
刈
吉
雄
校
長
）

で
先
月
３１
日
、
薬
物
乱
用

防
止
教
室
が
開
か
れ
、
６

年
生
５７
人
は
学
校
薬
剤
師

の
白
石
貴
裕
さ
ん
（
６０
）

を
講
師
に
オ
ー
バ
ー
ド
ー

ズ
（
薬
物
過
量
摂
取
）
の

危
険
性
な
ど
に
つ
い
て
学

ん
だ
。

同
日
午
後
に
体
育
館
で

開
か
れ
、
㈱
ユ
ネ
ッ
ト
清

風
薬
局
の
代
表
取
締
役
を

務
め
る
白
石
さ
ん
と
熊
本

大
学
薬
学
部
長
期
実
務
実

習
生
の
学
生
が
来
校
。

同
校
の
卒
業
生
で
あ
る

白
石
さ
ん
は
、
薬
の
模
型

や
漫
画
資
料
な
ど
を
用
い

て
薬
の
正
し
い
使
い
方
や

１０
代
の
女
性
に
多
く
み
ら

れ
る
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
の

危
険
性
な
ど
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
解
説
。
「
薬

は
決
め
ら
れ
た
量
を
決
め

ら
れ
た
時
間
に
飲
む
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と

呼
び
掛
け
た
。

後
半
で
は
、
薬
物
依
存

症
や
た
ば
こ
の
有
害
性
な

ど
に
つ
い
て
も
紹
介
。「
薬

物
乱
用
は
脳
を
破
壊
す

る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
誘
い

に
は
絶
対
に
近
づ
か
な
い

で
」「
依
存
症
の
原
因
は
孤

独
。
常
に
誰
か
と
つ
な
が

っ
て
い
れ
ば
薬
物
依
存
症

に
な
る
確
率
は
少
な
く
な

る
」
な
ど
と
述
べ
、
児
童

た
ち
は
そ
の
話
に
聞
き
入

っ
て
い
た
。

遊
戯
や
太
鼓
踊
り

境
内
に
ぎ
わ
う

久
米
熊
野
坐

神
社
秋
季
大
祭

多
良
木
町
久
米
の
久
米

熊
野
坐
神
社
秋
季
大
祭

（
椎
葉
社
宮
司
、
北
崎
衛

総
代
会
長
）
が
５
日
、
神

社
境
内
一
帯
で
開
か
れ
、

祭
り
を
祝
う
大
勢
の
参
拝

客
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

ご
ん
げ
ん

�
権
現
さ
ん
�
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
、
五
穀
豊

穣
や
氏
子
息
災
の
神
様
と

し
て
崇
拝
さ
れ
て
い
る
。

４
日
の
前
夜
祭
は
午
後
７

時
か
ら
球
磨
神
楽
と
幸
福

餅
ま
き
が
行
わ
れ
た
。

大
祭
は
午
前
１０
時
か
ら

神
事
で
始
ま
り
、
龍
神
琵

琶
演
奏
や
く
め
保
育
園
園

児
の
遊
戯
が
祭
り
に
花
を

添
え
た
ほ
か
、
伏
間
田
太

鼓
踊
り
、
九
州
熊
神
會
の

み
こ
し
が
威
勢
の
よ
い
掛

け
声
で
境
内
を
練
り
歩
き

祭
り
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ

た
。午

後
は
、
子
ど
も
相
撲

大
会
、
幸
福
餅
ま
き
な
ど

の
奉
納
行
事
が
あ
り
、
最

後
ま
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

た
。

人
吉
新
聞
の
購
読
料
は
、
簡
単
な
手
続
き

で
、
自
動
口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。

解
約
や
一
時
中
止
も
電
話
一
本
で
済
み
ま

す
。
又
、
年
間
一
括
先
払
い（
１
カ
月
割
引
）

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
販
売
部
�
２
４
・
２
１
１
１
へ
。

お 知 ら せ

青春鉄道のキャラクターがあしらわれている
ブルートレインたらぎ

ファンに好評な特別ルーム

遊戯を行う園児たち

児童たちに講話する白石さん
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